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１．対象施設（現状と課題） 

（１）橋梁 

広島高速道路公社（以下、「公社」という。）が管理する橋梁は、令和３年４月１

日現在１２０橋※であり、供用開始からの経過年数は全体平均で約１７年であり５

０年を越える橋梁はないが、高速１号線に限ってみれば約半数は３６年が経過して

おり、一部橋梁についてはコンクリート床版のはく離等の損傷が発生している状況

である。 

橋梁構造物の維持管理では、現在、点検等により状態を把握（早期発見）し、把

握した状態に応じた対応（早期補修）を主に実施している。しかし、今後は早期補

修を繰り返し実施しても構造物の健全性を引き上げることが困難であり、かつ重大

な損傷や第三者に被害を及ぼす損傷に進展し、通行止め等の発生が懸念される箇所

に対する大規模修繕等を着実に推進していく必要がある。 

※ 連続高架部の橋梁数は、ジョイントごとで分けた数値 

 

（２）トンネル 

公社が管理するトンネルは、令和３年４月１日現在５本である。完成からの経過

年数は全体平均約１９年であり５０年を越えるトンネルはないが、今後、年数の経

過により劣化の進展も想定される。このため、引き続き点検等による確実な状態把

握（早期発見）に努め、把握した状態に応じた確実な対策（早期補修）を実施して

いくことが必要である。 

 

（３）大型の構造物等 

① 大型カルバート 

公社が管理する大型カルバートは、令和３年４月１日現在１１基である。完成

からの経過年数は全体平均約１８年である。建設後５０年を越える大型カルバー

トはないが、今後、年数の経過により劣化の進展も想定される。このため、引き

続き点検等による確実な状態把握（早期発見）に努め、把握した状態に応じた確

実な対策（早期補修）を実施していくことが必要である。 

② 門型標識 

公社が管理する門型標識は、令和３年４月１日現在２３基である。完成からの

経過年数は全体平均約１３年であり５０年を越える門型標識はないが、今後、年

数の経過により劣化の進展も想定される。このため、引き続き点検等による確実

な状態把握（早期発見）に努め、把握した状態に応じた確実な対策（早期補修）

を実施していくことが必要である。 
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２．計画期間 

５年に１回の定期点検サイクルを踏まえるとともに、「インフラ長寿命化計画（行

動計画）」の計画期間に合わせ、令和７年度までとする。なお、点検結果等を踏まえ、

適宜計画を更新する。 

 

３．対策の優先順位の考え方 

（１）橋梁 

定期点検による診断結果等に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要

な措置を講ずる。 

個別施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）の他、路下状況（第三者被害の危険

性）を踏まえつつ、お客様等への影響を最小化するよう対策の優先順位を決定する。 

（２）トンネル 

定期点検による診断結果等に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要

な措置を講ずる。 

個別施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）を踏まえつつ、お客様等への影響

を最小化するよう対策の優先順位を決定する。 

（３）大型の構造物等 

定期点検による診断結果等に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要

な措置を講ずる。 

個別施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）を踏まえつつ、お客様等への影響

を最小化するよう対策の優先順位を決定する。 

 

４．個別施設の状態等 

（１）個別施設の状態 

対象施設の法令に基づく定期点検実施状況及び診断結果（施設の状態）の概要は

下表のとおりである。なお構造物単位毎の状態等については別添資料（一覧表）に

記載する。 

定期点検実施状況（過去５年間） 

対象構造物 単位 
管理 
数量 

（一巡目）点検数量 （二巡目）点検数量 

2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

橋 梁 橋 １２０ １ １２ ２６ ３５ ４６ 

ト ン ネ ル 本 ５ ― ５ ― ― ― 

門 型 標 識 基 ２３ ２３ ― ― ― ― 
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橋梁の診断結果（過去５年間） 

点検年度 
定 期 点 検 
実施施設数 

診断区分毎の施設数 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

2017（H２９） １ ０ １ ０ ０ 

2018（H３０） １２ １ １１ ０ ０ 

2019（R１） ２６ ５ １８ ３ ０ 

2020（R2） ３５ ０ ３５ ０ ０ 

2021（R3） ４６ ０ ４１ ５ ０ 

 

トンネルの診断結果（一巡目点検） 

点検年度 
定 期 点 検 

実施施設数 

診断区分毎の施設数 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

2018（H３０） ５ ０ ０ ５ ０ 

 

門型標識の診断結果（一巡目点検） 

点検年度 
定 期 点 検 

実施施設数 

診断区分毎の施設数 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ 

2017（H２９） ２３ １３ １０ ０ ０ 

 

構造物単位の診断（健全度判定）区分 

区 分 状 態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観

点から措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に 

措置を講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態 

（トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成 26 年国土交通省告示第 426 号））   

 

（２）道路施設のメンテナンスサイクルの基本的な考え方 

公社が管理する構造物においては、立地条件や構造に応じ、巡視・パトロール、

構造物の状態を把握するための日常点検、経年劣化・損傷を把握するための定期点

検（５年に１回実施）等が行われているところであり、これらの取り組みは、構造

物の変状を適時・適切に把握し、お客さまの安全を確保するために必要な措置を講

じる上で必要不可欠なものである。なお、定期点検において発見した損傷等は計画

的に修繕等を実施している。 
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今後とも施設の点検、診断、修繕等を着実に進め、メンテナンスサイクルを継続

的に発展させる取り組みを確実に実施していく必要がある。 

 

１）技術力の確保 

より効率的かつ経済的に構造物の健全性を確保するためには、精度の高い点

検、的確な診断、確実な修繕を行うための高い技術力が必要であり、一定程度の

経験に基づくノウハウを持った人材の確保・育成、技術等の蓄積が必要である。 

２）予算に関する措置 

今後も持続的かつ着実にメンテナンスサイクルを実施していくための予算の

確保が必要である。 

３）関係者間の連携強化 

構造物の管理については、関係者が多岐にわたっており、適切な点検・修繕に

向けた協議・調整を図ることが必要である。 

４）その他 

今後、点検・診断等の結果をメンテナンスサイクルの次のステップに確実に展

開するとともに、それらを持続可能なサイクルとして構築していく必要がある。 

 

５．対策内容と実施時期 

前述の「３．対策の優先順位の考え方」及び「４．個別施設の状態等」を踏ま

え、構造物の健全性や耐久性を向上する対策を計画的に実施する。基本的には診断

区分Ⅲである構造物について早期に措置を講ずることとするが、診断区分Ⅱの構造物

についても、予防保全及び第三者被害防止の観点から順次対策を進めていく。なお構

造物単位の対策実施時期（修繕計画）については別添資料（一覧表）に記載する。 

 



構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（橋梁その１）

'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25

R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

都市高速広島東JCT
　１号ランプ橋

2006 408.3 6.50 2019 Ⅰ ○

都市高速広島東JCT
　２号ランプ橋

2006 269.5 6.50 2019 Ⅱ ○

都市高速広島東JCT
　３号ランプ橋

2006 199.5 6.50 2019 Ⅰ ○

都市高速広島東JCT
　４号ランプ橋

2006 220.0 6.50 2019 Ⅱ ○

惣野谷橋１ 1985 65.0 8.00 2021 Ⅱ ○

惣野谷橋２ 1996 65.0 8.00 2021 Ⅱ ○

鮎信大橋１ 1985 120.2 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

鮎信大橋２ 1996 120.2 8.00 2021 Ⅱ ○

鮎信橋１ 1985 85.0 8.25 2021 Ⅲ ○ ○ ○ ○

鮎信橋２ 1996 80.0 8.00 2021 Ⅱ ○

石原田上橋 1985 43.0 8.25 2021 Ⅱ ○ ○

石原田下橋１ 1985 31.0 8.25 2021 Ⅱ ○ ○

石原田下橋２ 1996 24.0 8.50 2021 Ⅱ ○

畳谷橋１ 1985 43.0 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

畳谷橋２ 1996 43.0 8.00 2021 Ⅱ ○

花見岩上橋１ 1985 26.8 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

花見岩上橋２ 1996 27.0 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

花見岩下橋１ 1985 39.0 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

花見岩下橋２ 1996 34.0 8.00 2021 Ⅱ ○ ○

法道寺大橋１ 1985 100.0 8.00 2021 Ⅲ ○ ○ ○ ○

法道寺大橋２ 1996 100.0 8.00 2021 Ⅲ ○ 〇

須賀谷上橋１ 1985 75.0 8.25 2021 Ⅲ ○ ○ ○ ○

須賀谷上橋２ 1996 39.0 8.50 2021 Ⅱ ○

金剛寺橋 1996 19.0 8.25 2021 Ⅱ ○ ○

長伝寺大橋１ 1985 109.0 8.00 2021 Ⅲ ○ ○ 〇

長伝寺大橋２ 1985 117.0 8.00 2021 Ⅱ ○

洗川橋 1985 16.0 17.50 2021 Ⅱ ○

馬木入橋 2006 48.0 6.63 2019 Ⅰ ○

間所入橋 2010 90.0 10.80 2021 Ⅱ ○

広島
高速４号線

広島西大橋 2001 476.5 18.70 2019 Ⅱ ○

修繕計画

○

点検計画

実施
年度

路線名
供用
年次

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

道路橋名

診断結果

判定
区分

○

2021 Ⅱ

2021 Ⅱ

○

広島
高速１号線

平林大橋２ 1996 125.0 8.00

平林大橋１ 1985 125.0 8.00

別添 １



構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（橋梁その２）

'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25

R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

２号本線Ｇ１橋 2010 152.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ２橋 2010 228.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ３橋 2010 190.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ４橋 2010 147.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ５橋 2010 180.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ６橋 2010 83.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ７橋 2010 356.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ８橋 2010 174.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ９橋 2010 209.0 16.00 2017 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１０橋 2010 228.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１１橋 2010 251.0 16.00 2021 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１２橋 2010 151.0 16.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１３橋１ 2010 205.0 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１３橋２ 2010 226.0 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１４橋１ 2010 297.0 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１４橋２ 2010 295.5 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１５橋１ 2010 96.1 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１５橋２ 2010 76.6 8.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１６橋 2010 182.9 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１７橋 2010 236.5 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１８橋 2010 227.5 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ１９橋 2010 453.3 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ２０橋 2010 83.0 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ２１橋 2010 326.0 10.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ２２橋 2010 195.0 16.00 2020 Ⅱ ○

２号本線Ｇ２３橋 2010 178.0 24.50 2020 Ⅱ ○

５号本線Ｇ１橋 2010 85.0 16.98 2021 Ⅱ ○

矢賀入橋 2010 165.7 4.75 2021 Ⅱ ○

府中入橋 2010 124.0 4.75 2021 Ⅱ ○

大州出橋 2010 211.9 4.75 2020 Ⅱ ○

仁保入橋 2010 232.2 4.75 2020 Ⅱ ○

仁保出橋 2010 122.7 4.75 2020 Ⅱ ○

広島
高速２号線

温品JCT（上り）連絡橋

温品JCT（下り）連絡橋

修繕計画

2020 Ⅱ

2020 Ⅱ

矢賀出橋

府中出橋

大州入橋

東雲入橋

東雲出橋

東雲出入橋

2010 212.6 4.75 2020 Ⅱ

2010 277.8 4.75

2010 248.7 4.75

2010 162.4 10.50 2020 Ⅱ

○

○

○

○

2010 275.7 4.75

2021 Ⅱ151.8 4.75

○

○2010

2021 Ⅱ

2021 Ⅱ

2021 Ⅱ

2010 512.3 6.00

路線名
供用
年次

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

道路橋名

診断結果

実施
年度

判定
区分

○2010 661.0 6.00

点検計画

○

別添 ２



構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（橋梁その３）

'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25
R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

３号本線ＧＭ橋 2000 220.0 18.25 2019 Ⅰ ○

３号本線Ｇ１橋 2000 178.5 18.25 2019 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２橋 2000 126.6 18.25 2019 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３橋 2000 46.5 18.25 2019 Ⅱ ○

３号本線Ｇ４橋 2000 93.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ５橋 2000 93.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ６橋 2000 255.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ７橋 2000 270.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ８橋 2000 273.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ９橋 2000 550.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○

３号本線Ｇ１０橋 2000 146.0 18.25 2019 Ⅲ ○ ○

３号本線Ｇ１１橋 2000 111.0 18.25 2019 Ⅲ ○ ○ ○ ○

３号本線Ｇ１２橋 2000 70.0 18.25 2019 Ⅱ ○ ○ ○

３号本線Ｇ１３橋 2000 75.0 18.25 2019 Ⅱ ○

宇品入橋 2000 221.2 7.00 2019 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１４橋 2010 100.0 18.25 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１５橋 2010 262.0 18.25 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１６橋 2010 166.5 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１７橋 2010 238.0 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１８橋 2010 238.0 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ１９橋 2010 273.0 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２０橋 2010 264.5 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２１橋 2010 112.5 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２２橋 2010 212.5 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２３橋 2010 93.0 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２４橋 2010 290.0 10.00 2020 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２５橋 2010 280.0 18.25 2021 Ⅱ ○

出島入橋 2010 323.2 4.75 2020 Ⅱ ○

出島出橋 2010 347.4 4.75 2020 Ⅱ ○

吉島入橋 2010 298.0 4.75 2021 Ⅱ ○

吉島出橋 2010 298.0 4.75 2021 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２６橋 2014 446.0 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２７橋 2014 224.3 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２８橋 2014 302.1 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ２９橋 2014 277.6 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３０橋 2014 236.0 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３１橋 2014 272.0 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３２橋 2014 286.0 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３３橋 2014 160.0 10.00 2018 Ⅰ ○

３号本線Ｇ３４橋 2014 279.3 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３５橋 2014 139.5 10.00 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３６橋 2014 246.0 18.25 2018 Ⅱ ○

３号本線Ｇ３７橋 2014 190.0 18.25 2018 Ⅱ ○

5.50 ○

宇品出橋 2000 205.1 7.00 ○ ○

2019 Ⅰ

2019 Ⅱ

2019 Ⅲ

○

2019 Ⅱ ○

広島
高速３号線

仁保JCT(呉)入橋 2000 405.1 5.50

仁保JCT(呉)出橋 2000 787.1 5.50

仁保JCT(下り)連絡橋 2000 404.0 5.50

仁保JCT(上り)連絡橋 2000 260.5

路線名 道路橋名
供用
年次

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

診断結果

実施
年度

判定
区分

2019 Ⅱ ○

点検計画 修繕計画

別添 ３



'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25
R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

福木トンネル（上） 2006 990 2018 Ⅲ ○ 〇 〇

福木トンネル（下） 2006 1026 2018 Ⅲ ○ 〇 〇

金剛寺山トンネル 1996 242 2018 Ⅲ ○ 〇 〇

西風トンネル（上） 2001 3873 2018 Ⅲ ○ 〇 〇

西風トンネル（下） 2001 3876 2018 Ⅲ ○ 〇 〇

'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25

R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

 Ｃ ０２－１ 2010 12.6 ― ― ○

 Ｃ ０２－３ 2010 9.3 ― ― ○

 Ｃ ０３ 2010 11.9 ― ― ○

 Ｃ ０３－１ 1986 22.5 ― ― ○

 Ｃ ０４ 1986 25.2 ― ― ○

 Ｃ ０１ 1986 22.5 ― ― ○

 Ｃ ０１－１ 2010 12.3 ― ― ○

 Ｃ ９８ 2010 39.1 ― ― ○

 Ｃ ９８－１ 2010 39.4 ― ― ○

 Ｃ ９８ 2010 5.0 ― ― ○

広島高速４号線  Ｃ ０１ 2001 23.5 ― ― ○

'21 '22 '23 '24 '25 '21 '22 '23 '24 '25

R3 R4 R5 R6 R7 R3 R4 R5 R6 R7

馬木〔1〕-7 2006 8.5 2017 Ⅰ ○

A-5 2010 8.5 2017 Ⅰ ○

A-4 2010 8.5 2017 Ⅱ ○

A-2 2010 8.5 2017 Ⅱ ○

間所IC入口 2010 18.3 2017 Ⅰ ○

D-3 2010 16 2017 Ⅱ ○

B-4 2010 16 2017 Ⅱ ○

B-5 2010 16 2017 Ⅱ ○

D-2 2010 16 2017 Ⅰ ○

情提-1 2010 16 2017 Ⅰ ○

F-2,E-2 2010 16 2017 Ⅰ ○

G-5 2010 10 2017 Ⅰ ○

G-4,H-2 2010 24.5 2017 Ⅰ ○

G-3,H-3 2010 24.5 2017 Ⅰ ○

東雲IC入口 2010 8.5 2017 Ⅰ ○

仁保IC入口 2010 8.5 2017 Ⅰ ○

I-3 2000 13.5 2017 Ⅱ ○

情提-2 2000 9.5 2017 Ⅱ ○

39-2 2000 18.3 2017 Ⅱ ○

125 2010 18.3 2017 Ⅰ ○

147 2010 8.5 2017 Ⅰ ○

観音-J-B1 2014 18.3 2017 Ⅱ ○

広島高速４号線 中広入口 2001 4.8 2017 Ⅱ ○

構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（トンネル）

点検計画
トンネル名

広島高速１号線

広島高速２号線

完成
年次

構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（大型カルバート）

路線名 管理番号
延長
（ｍ）

点検計画診断結果 修繕計画

実施
年度

判定
区分

診断結果

広島高速２号線

広島高速３号線

実施
年度

判定
区分

広島高速１号線

道路
幅員
（ｍ）

路線名 管理番号

構造物単位毎の状態（診断結果）・点検計画・修繕計画（門型標識）

広島高速１号線

広島高速４号線

完成
年次

点検計画診断結果 修繕計画

修繕計画

実施
年度

判定
区分

路線名
完成
年次

延長
（ｍ）

別添 ４


